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l はじめに
間伐材である針葉樹を有効に活用することで、森林の
回復や治水改善に貢献できる よ う、 2007 年より針葉樹
を用いた家具デザイ ンや空間表現を提案してきた。
そして今回の提案は、それらの複合デザイン提案とも
いえる 、 実際に存在するカフェ空間をすべてプロデユー
スするというもの。そして、その空間を会期中、カフェ
として体店貴できるというもの。
2 研究の概要
岡 山市の中心地、カルチャーゾーンに位置する cifa­
cafe の店舗空間を展示会場とし、間伐材による空間構成
の提案を試みた。普段は、カフェ空間とギャラリー空間
とが、可動壁によって仕切られており、それぞれの役割
がはっきりと している 。 しかし、今回の提案は、この両
方の空間をすべて使って、全体で新しいひとつの空間を
表現することが目的だ。勿論、カフェとして機能するこ
とを前提として。
3 作品
幅 100mm の板を材料のモジュールとし、空間のシ ン
ボル的存在となる樹を 3 本林立させ、それを取り巻くよ
うに、テーブルと椅子を配した。樹は八角形をしていて、
8 枚の板で成り立ち、上方に行くに従って校を広げた
形状になっている 。 この形状は、 7mm l享の板を湾曲き
せ、戻らないようワ イ ヤーで留めてできる素材そのもの
のカーブで形成されている。 さらにこの周囲に、同幅の
14mm 厚の板を積層してテーブルを形成する。このテー
ブルは 、 樹を支える役目も J旦っている 。 同じデザインで、
テーブル i 台につき 2 脚のスツールも配する 。 テーブル、
スツールとも、天板（座面）と！仰を構成する材が交互に
積層されるため、 スリ y 卜が生まれる 。 このスリァトか
ら漏れる光が、 床 、 スツールに当たり、様々な効果をも
たらす。 スリットの影と光の交錯が、 新たな図象を生み
出し、驚きさえ感じる 。
今回使用した材は、 岡山県西粟倉村のニシアワーの協
力を得て 、 すべてそこから調達した県産のヒノキの間
伐材である。 間伐材の欠点である 、 節があるや、強度不
足、 大断面材が取れないといったことを、デザインで克
服をし、空間を構成するシンボルツリー、テーブル、ス
ツールを提案。特にテーブル、 スツールは、 間伐材でも
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容易に提供できる幅 100mm をモジ、ユ ールとし 、 節があっ
ても強度に影響がない積層という構造にし、 それぞれの
欠点を克服している。 使用に影響がない部分に節を配し、
アクセントとしても 、 あるいは間伐材である証拠と して
の表現も担っている 。
4 結論
この空間に訪れた人は、森の木蔭でお茶をする感覚が
味わえ、 ヒノキの芳香に よ って l奥覚的にも心地よさを感
じる。訪れる客に安らぎ 癒しを与え 、 通常鑑賞すると
いった一方的な作品と違い、 空間全体に包まれ、その環
境を共有し、 体感できる作品となった。また、それがヒ
ノキの間伐材で構成されていることが、 森を再生するた
めの需要の拡大に、 大いに役立つであろう。画一の材料
で、 加工も簡単である こ とも特筆すべき点であるυ
今回は、 特定のカフェ空間に設置したが、サイズの融
通は容易にできるため、 様々な空間に対応した提案がで
き、可能性が拡がる。
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